
第２学年 算数科 授業力向上案

日 時：平成 23年 12月 9日（金）13：40～14：25

授業者：佐藤 智江

場 所：２年５組教室

１ 単元名 「かけ算（２）」

２ 単元の目標 乗法の意味について理解し，それを用いることができる。

３ 本時の指導（１４／１７）

本時のねらい ・乗法九九を総合的に活用して，問題を解決することを通して，九九の理解を深める。

目指す児童の姿（表現） ・乗法九九を活用してチョコレートの数の求め方を考え，自分の考えをノートにかき表したり説明したりすることができる。

１０１の授業技術 学習活動の流れ 目指す具体的な児童の姿

１ 問題場面を把握する。（２分）

・電子黒板にチョコレートの写真を映

す。

２ 本時の課題を知る。（３分）

３ 解決の見通しをもつ。（２分）

４ 自分の考えをかく。（14分）

・アレイ図を用いて，まとまりが分かる

ように図示する。

・チョコレートのまとまり（一つ分，い

くつ分）に着目して立式する。

５ 考えを発表する。（12分）

６ 本時の学習を振り返る。（３分）

・児童から出た多様な考え方を分類・整

理する。

７ 適用問題に取り組む。（９分）

次のように，既習事項を生かしてチョコレ

ートの数の求め方を考え，図と式を関連付け

ながら考えをノートにかき，説明している。

一段目の３こを二段目の空いているところ

に移動させて考えました。

６このまとまりが四つ分で、６×４＝２４

答えは２４こです。

【TCCC で思考を深めるための指導】

・発表場面で、様々なまとまりを基にした考え

方があることに気付き、考えを深めるため

に、他の児童の考えとの共通点や相違点を見

つけながら発表するように促す。

【思考を深める段階での ICT の活用】

・乗法を用いた数の求め方について，互いに伝

え合うために，デジタル教科書を使ってチョ

コレートのまとまりの作り方を図示させる。

○○さんと同じように、一段目の３こを二段

目に移動させました。違うところは、チョコ

レートを縦のまとまりにして、式を４×６に

したところです。答えは２４こです。

かけ算を使って，チョコレートの数を求

めよう。

３このまとまりが二つ分で、３×２＝６

６このまとまりが三つ分で、６×３＝１８

６＋１８＝２４ 答えは２４こです。


